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エチクロゼートとリン酸・メチオニン含有資材の散布による極早生温州の着色・品質向上

「豊福早生」は、エチクロゼート（商品名：フィガロン）を満開後50日頃と70日頃の２回

散布、リン酸とメチオニンを含有する葉面散布肥料を着色開始期から３回散布することによ

り、着色が早まり果実品質が向上する。

農業研究センター果樹研究所常緑果樹研究室（担当者：川窪裕二）

研究のねらい

近年の気候温暖化により、温州ミカンにおいては、夏秋期の高温による着色の遅れや果実品

質の低下が問題となっている。なかでも出荷時期の早い極早生温州で影響が大きく、品質低下

や出荷遅延の要因となっている。

そこで、「豊福早生」について熟期促進効果のあるエチクロゼート（商品名：フィガロン）

と、着色開始期からのリン酸・メチオニン含有資材の葉面散布処理による果実品質向上および

着色促進技術を確立する。

研 究 の 成 果

１．エチクロゼートを満開後50日頃と70日頃の２回、リン酸・メチオニン含有資材を着色開始

期から３回散布することにより、無処理に比べて着色程度が３分以上早まり、10月上旬で８

分以上の果実割合が明らかに増加する（図１、表１）。

２．果皮色は、無処理に比べて色差計のａ値、a/b値が高く、赤みの濃い果実となる（表１）。

３．果実品質は、無処理に比べ糖度（Ｂrix）は高い傾向がみられ、クエン酸含量は同程度であ

る（表２）。

普及上の留意点

１．弱樹勢の樹などエチクロゼート散布による樹勢低下が懸念される場合には、散布回数や濃

度を考慮したり、散布を控えるなどの対応が必要である。

２．リン酸を含有する資材の散布にあたっては、果実に緑斑等の薬害が発生する場合がある

ため、適正濃度を遵守し、日中の暑い時間帯を避け早朝か夕方に散布する。

３．リン酸とメチオニンを含有する資材は、２回散布でも効果が認められる。

（参考：「着色開始期からの葉面散布による極早生温州「豊福早生」の着色促進効果」

平成19年７月）
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エチクロゼートおよびリン酸・メチオニン含有資材
エチクロゼートのみ

リン酸・メチオニン含有資材のみ

無散布

注１）散布日　  エチクロゼート　2008年：7/24、8/11　2009年：7/12、7/30
　　　　　　　　　　リン酸・メチオニン含有資材　2008年：9/10，20，27　　2009年：9/7、14，22

注２）処理濃度 エチクロゼート　3000倍　リン酸・メチオニン含有資材　1000倍

注３）収穫日    2008年：10/7　2009年：10/5

図１　「豊福早生」に対するエチクロゼートとリン酸・メチオニン
　　　含有資材の散布による着色促進効果

年次 処理区 １果平均重 果肉歩合
糖度
（Brix）

クエン
酸含量 糖酸比

ｇ ％  g/100ml  
エチクロゼート＋リン酸・メチオニン 104.7 78.0 10.7 0.75 14.3

エチクロゼート 107.7 78.5 10.6 0.82 12.9
無散布 110.4 79.1 10.2 0.73 14.0

エチクロゼート＋リン酸・メチオニン 97.3 79.3 12.2 0.86 14.1
エチクロゼート 96.8 77.2 11.9 0.93 12.8
リン酸・メチオニン 103.3 79.0 11.4 0.98 11.7
無散布 100.8 79.4 11.4 0.87 13.1

2009年

2008年

表２　「豊福早生」に対するエチクロゼートおよびリン酸・メチオニン含有資材の散布が
          果実品質に及ぼす影響

注）2008年10月７日収穫、10月８日分析　　2009年10月５日収穫、10月７日分析

０～２ ３～４ ５～６ ７～８ ９～
エチクロゼート＋リン酸・メチオニン 0.0 0.0 3.3 12.2 84.4 9.4 10.40

エチクロゼート 0.0 3.3 5.6 40.0 51.1 8.4 7.98
リン酸・メチオニン 0.0 13.3 24.4 25.6 36.7 7.2 4.93
無散布 0.0 32.2 27.8 26.7 13.3 5.8 0.58

果皮色
（a値）

表１　 「豊福早生」に対するエチクロゼートおよびリン酸・メチオニン含有資材の散布が着色に
          及ぼす影響（2009年）

注１)2009年10月５日収穫、10月６日調査
注2）果皮色は果実赤道面の1カ所の測定値

処理区
着色程度別果数割合（％） 着色

平均


